
 

                                      

県立広島病院 看護師キャリアパス 

 

 

 

 

 

 

1.イメージ図の説明 

 

看護師の成長を「木」にイメージした。 

 

  １）    「新芽」は新人看護師を暖かい太陽や適度な水・栄養を注ぎ、大切に育て、一人前の看護

師に育てることをイメージした。 

 

 

  ２）    「たくさんのリンゴが実る木」は、さまざまな成長発達段階がある看護師が看護を通して

共に学び共に成長しあうことイメージした。  

 

 

 

３）    「宙を舞うリンゴ」は、院内・院外どこに行っても自分の力を発揮できる自律した看護

師として成長できることをイメージした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリアパスは，看護専門職者として知識･技術･態度の習熟を基本として，看護

職員個々が目標に向かって段階的に上級の職位あるいは専門分野へとキャリア開

発のための道筋を表現したものである。 
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看護管理者取得 

サードレベル 

セカンドレベル 

ファーストレベル 

資格取得 

専門看護師 

認定看護師 

災害支援ナース 等 

 

レベルⅠ（おおよそ 1～3年）●チームメンバーとして行動する●自主的な学習を行う 

レベルⅡ（おおよそ 3～5年）●チーム運営に協力する●学習活動の展開メンバーと協力する 

 

レベルⅢ（おおよそ 5～10年）●メンバーに働きかける●看護の役割モデルとして働きかける 

レベルⅣ（１０年目以上） 

●メンバー間を調整しより良い部署運営をする

●スタッフの能力を引き出し，看護師の規範とな

る 

 

 

 

看護実践能力 

マネジメント能力 

組織的役割遂行能力 

自己教育･研究能力 

態度 

レベルⅤ（看護管理） 

●メンバーの能力を引出し，より良い組織運営を

行う●院内外での教育的な関わりを行う 

ジェネラリスト 

成長 

看護師像 
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組織化 
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成長 

 

 

 

自立 

県立広島病院 看護職員人材育成キャリアパス（イメージ図） 

スペシャリスト 


